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  研究室メンバー                                                ※ 2023 年 3 月末日現在

    スタッフ：
武藤 香織（分野長）、井上 悠輔、李 怡然、永井 亜貴子、
木矢 幸孝、渡部 沙織、原田 香菜、亀山 純子、河村 裕樹、竹内 君枝、
神原 容子、山西 たか子、藤澤 空見子、西村 奈津子、河田 純一

大学院生：
飯田 寛、高嶋 佳代、楠瀬 まゆみ、北林 アキ（新領域創成科学研究
科 博士課程）
佐藤 桃子、河合 香織（学際情報学府 博士課程）
松山 涼子（新領域創成科学研究科修士課程）

vol.13  2022vol.13  2022
所科学研究所学研究所研大学医科学医東京大学東京東京大学京東京大東 学医科学研究所所医医科医医京京東京大学医京東京大学医科学研究所研研東京大学医科学研究東東東東京大学医科学研究究学研研研研研研研研究究究究究究学 究究研研研 所所所所所所所所

公共政策研究分野究政策研究分公 野野野野野野
東京大学医科学研究所
公共政策研究分野

PubPoli VOICE

　今年度（2022 年度）は、新領域創成科学研究科修士課程の大学

院生として松山涼子さん、特任研究員として原田香菜さんを迎え

ました。松山さんは、エコチル調査での同意撤回をめぐる課題に

取り組むことになりました。原田さんは、幹細胞研究のプロジェ

クトで、不妊当事者へのインタビュー調査、説明補助資料の改定

などで活躍され、早稲田大学法学部の講師としてご栄転が決まり

ました。また、学術専門職員の藤澤空見子さんがエルゼビア・ジャ

パン株式会社にご栄転されます。藤澤さんは、AMED「患者・市民

参画（PPI）ガイドブック」（2019）制作をはじめとする PPI 関連

の研究活動に大きく貢献してくれました。お二人のご活躍を祈念

いたします。

　今年度は、新領域創成科学研究科の内山正登さんがヒト受精胚

へのゲノム編集の規制と市民の態度に関する研究で、また飯田寛

さんが生命保険と労働分野における遺伝情報に基づく差別禁止に

関する研究で、それぞれ学位論文を執筆され、博士号を取得され

ました。

　新型コロナウイルス感染症対策に関与する生活は 4 年目に入り

ました。緩和策の導入にあたって、8 月に記者会見を開き、1 月に

研究仲間と意見書を提出したことが印象的でした。また、超党派

議連によるゲノム医療と差別禁止に関する法案をめぐるロビイン

グ活動、難病の全ゲノム解析等実行計画での PPI 活動から学ぶこと

が多かったです。知らない世界がまだまだある！

　今年度は、「コロナ」の影響を受けつつも、対面での授業や学会

発表、国内の移動の制限の緩和に伴う、出張・見学やヒアリング

の実施など、ここしばらくできていなかった取り組みができるよ

うになりました。ただ、出張先によって、たとえば、置かれてい

るパーティションや消毒管理に大きな差があったりします。感染

症や対策そのものについて、多様な受け止め方が存在し、国内で

併存していることを感じる機会でもありました。

　今年度は、まず『相談事例から考える研究倫理コンサルテーショ

ン』の出版（医歯薬出版社）、夏からは厚労省の研究班の活動（臨

床研究法や再生医療等に関する審査体制の検討）、秋は感染症関係

の講演・疫学倫理をめぐる翻訳企画の始動など、重要な活動がそ

れぞれの節目でありました。来年度以降も続く重要な取り組みば

かりです。

　博士課程の北林さんは、今年初めての学会発表でした。複数の

患者さんのグループを対象としたヒアリングも終わり、いよいよ

博論提出に向けて邁進していただきたいです。

　次年度は、デジタル倫理をめぐる諸課題、疫学倫理をめぐる書

籍出版などを予定しています。発展途上の科学的知見をもとにし

た社会的な意思決定、個人と集団との関係のあり方など、生命倫

理にとっても大きな宿題に引き続き取り組むことになりそうです。

井上  悠輔武藤  香織
「2022 年度」を振り返ってみました



　AMED の再生医療実現拠点ネットワークプログラム（再生
NWP）再生医療の実現化支援課題「再生医療研究とその成果の応
用に関する倫理的課題の解決支援（通称：倫理課題）」は R4 年度
に最終年度を迎えました。倫理課題では、再生医療の研究開発に
ともなう生命倫理や ELSI の課題を調査研究し、再生 NWP の研究
者が円滑に研究開発を行えるように支援を行ってきました。倫理
課題の活動には、①倫理支援、②倫理教育、③調査研究の 3 つの柱が
あります。
　③の調査研究では、研究目的でヒトの受精卵（胚）を体外で 14
日を超えて培養することを禁止する「14 日ルール」の見直しの可
能性について、市民や研究者、患者や不妊治療当事者を対象に意
識調査やフォーカスグループインタビューを実施しました。また、

再生医療の患者・市民参画の課題、細胞提供の無償原則やヒト受
精胚利活用の課題についてもそれぞれメンバーが研究に取り組み
ました。また最終年度の締めくくりとして、2022 年 11 月には公
開シンポジウムも開催しました。シンポジウムでは幹細胞研究者、
ELSI 研究者、細胞提供側である不妊治療当事者がパネルとして参
加し、これまで社会的な議論が進んでこなかったヒト受精胚を用
いた研究のあり方や ISSCR ガイドラインで見直しが示唆された 14
日ルールについて対話の場を設けました。本事業はこれで一区切
りですが、培った伴走型支援のあり
方や ELSI 研究の種は今後もバトン
をつないで大きく育てていきたいと
考えています。( 渡部 )

　日本医療研究開発機構「治験・臨床研究の質の向上に向けた
国民の主体的参加を促すための環境整備に関する研究」（日本医
師会）の分担研究課題「治験・臨床研究における患者・市民参
画を推進する手法の確立」（東京大学）は R4 年度に最終年度を
迎えました。本課題で、3 年間取り組んできたことを振り返り
たいと思います。
　本課題は、3 つの柱をもとに活動を進めてきました。1 つめは、
普及啓発です。ラジオ形式の研究会「みんなのラジオ PPI」を
継続的に開催し、多様なステークホルダーと共に、患者・市民
参画について議論しました。2 つめは、ガイダンスの作成です。
2019 年に刊行された「PPI ガイドブック」を補う資材の作成を

進めてきました。3 つめは、教育コンテンツの作成・試行です。
患者・市民参画の底上げを目指した e-learning コンテンツの構
想、作成に取り組んできました。
　患者・市民参画の黎明期の中では、手探りやチャレンジの多
い 3 年間でしたが、その模索こそが楽しく、学びも本当に多かっ
たです。この 3 年間を糧に、
これからも、多様なステー
クホルダーが協働して進め
るヘルスリサーチ・ヘルス
ケアに尽力していきたいで
す。( 藤澤 )

患者・市民参画の推進に励んだ 3 年間

再生医療研究における倫理課題　最終年度を迎えて

死後の脳研究とパンデミック
　ブレインバンク（脳バンク）の活動に 10 年前ぐらいから関与
しています。拠点となる医療機関・研究機関をつなぎ、活動のネッ
トワーク化をはかることに主眼があります。今はこうした体制
の充実に加え、評価・情報の項目の標準化といった課題に挑ん

でいます。「遺体」研究は、正確には「被験者
保護」のテーマとして扱われることは少なく、
国の倫理指針でもほとんど言及がありません。 
遺体の取り扱いに関する法律は今から 70 年以
上前のものであり、今日直面している課題へ
の対応には古すぎ、現場では当事者間の理解

と信頼に依拠してゼロから取り組んでいる状況があります。コ
ロナ禍の影響は、ブレインバンクのあり方に大きく影響してい
ます。当初は、病原体に対応するための装備が、解剖の担い手
に十分になく、解剖自体の実施が危ぶまれていました。パンデ
ミックが長期化する中、患者さん本人と家族がブレインバンク
について語らい合う機会、医師が遺族に説明し承諾を得る機会
を得ることが難しくなり、やはり解剖の件数に大きく影響して
います。当該活動が、多様な人間関係のつながりで支えられて
きたことを思うと同時に、こうした関係が随所で寸断されてい
ることに、「コロナ」の影響の多様さを痛感しています。( 井上 )

WEB サイトリニューアル報告 

研究室開設 15 年を機に、このたびウェブサイトをリニューアルしました。ホー

ム画面に表示されるメインビジュアルは、公共政策研究分野の研究に関わるた

くさんのモチーフと、社会のさまざまな人々を、ひとつの線でつなぐイメージ

のイラストです。つないだ線をよく見ると「elsi」とも読めるようにもなってい

ます。お知らせページから SNS へのシェアもしやすくなりましたので、ぜひア

クセスしてみてください。リンクしている Peatix ページでは、随時イベント情

報もお知らせします。これからも地道に情報を発信していきますのでどうぞよ

ろしくお願いいたします。( 竹内 )　　https://www.pubpoli-imsut.jp/

自転車新調について

10 年以上の長きにわたりお世話になった

電動自転車が天寿を全うし、秋に二代目を

迎えました。目にも鮮やかなオレンジのボ

ディにフレッシュさとやる気を感じます。

今後スタッフの足となり、活躍してくれる

ことを期待します！

( 山西 )

NEWS

活 動 紹 介
2023 年 6 月 3 日 ( 土 ) に研究室の活動報告会・研究室説明会を開催予定です。
詳細は後日、公共政策研究分野の WEB サイトにてお知らせします。
ぜひご覧ください。   
※ WEB サイトが新しくなりました。下記『NEWS』をご参照ください。

https://www.pubpoli-imsut.jp/
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Hideki Yui, Kaori Muto, Yoshimi Yashiro, Saori Watanabe, Yukitaka Kiya, Kumiko 
Fujisawa, Kana Harada, Yusuke Inoue, Zentaro Yamagata. Survey of Japanese 
researchers and the public regarding the culture of human embryos in vitro beyond 14 
days.Stem Cell Reports; doi:10.1016/j.stemcr.2023.02.005
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永井亜貴子 , 李怡然 , 藤澤空見子 , 武藤香織 . 地方自
治体における COVID-19 感染者に関する情報公表の
実態：2020 年 1 月～ 8 月の公表内容の分析 . 日本公
衆衛生雑誌  2022; 69(7): 554-567.

木矢幸孝 . 遺伝学的リスクの意味づけに関する別様の
理解可能性 . 保健医療社会学論集 2022; 33(1): 56-65.

木矢幸孝 . 「告知しうる側」はどのような配慮を行っ
ているのか？：遺伝学的リスクに関する告知と非告
知の共通項に着目して . 保健医療社会学論集 2023; 33
(2): 60-69.

アイヌ民族にゆかりのある土地をたずねて
　「日本における先住民族を対象としたゲノム研究の ELSI」
をテーマに研究しているため、アイヌ民族に関わりの深い
場所を武藤先生、井上先生と訪れました。アイヌ民族を初
めて司法の場で認める判決のきっかけになった二風谷ダム

（写真）、ウポポイ民族共生象徴空間、平取町立二風谷アイ
ヌ文化博物館などを訪問しました。また、アイヌ研究に携
わってこられた方々にご案内いただき、貴重なお話をたく
さん聞かせていただきました。
　当事者ではない自分が、このテーマを研究することに葛
藤があることは変わりませんが、調査の前に出張できたこ
とで、気合を入れ直すことがで
きました。今後は調査を本格化
させ、当事者をはじめとしたす
べての方にとって有意義な結果
を出せるようにがんばります。
( 佐藤 )ヒト胚の研究利用に関するインタビュー調査

ヒトの受精卵（胚）を体外で 14 日を超えて培養するこ
と等を禁止する、いわゆる 14 日ルールが 2021 年のガイ
ドライン改訂によって禁止項目から外れました。今後の
方向性は社会的に議論する必要性が指摘されていますが、
実際に人々がどのように考えているかは明らかでありま
せんでした。そこで 2022 年 9、10 月に一般市民と不妊
治療経験者を対象に、ヒト胚の 14 日を超える体外培養を
どのように評価しているかを調査しました。肯定的にも
否定的にも語られましたが、特に印象に残っているのは
不妊治療経験者の胚への思い入れです。胚を自分の子と
認識されていたことは非常に勉強になりました。最後に
なりましたが、本調査にご協力いただいた皆様に心より
感謝申し上げます。
( 木矢 )

健康医療情報の研究利活用への市民意識調査
医療ビッグデータの利活用の重要性が指摘され、日本でも健康・医療

データのクラウドによる共有と利活用が推進されています。他方、クラ
ウドによるゲノムデータや健康・医療データの医学研究利用には様々な
倫理的課題が指摘されますが、一般市民への意識調査は殆ど見られませ
ん。そこで、デジタルヘルスの基礎的リテラシーを計測するスコア
(BLS) を試行的に作成し、2021 年 3 月にアンケート調査を実施しました。
　その結果、一般市民のデータ共有への懸念はクラウドが構造的に抱え
ている問題と重なることや、謝礼がデータ共有の意向 (WTSD) に与える
影響は限定的で、むしろ WTSD
と BLS の間に相関があること
が認められました。調査結果は
論文化し、現在出版手続き中で
す。調 査 結 果 は 論 文 化 し、
Journal of  Human Genome
Variation にて公開されました。
( 楠瀬 )

遠足復活！～日本橋エリアで社会科見学～
公共政策研究分野の恒例行事には「遠足」があります。遠足では、研究

室や日常の研究から少し離れて、関心がある施設を訪れつつ、メンバー間
の交流を図っています。COVID-19 の影響で以前のような遠足ができてい
なかったので、今年は久々の遠足となりました。今回は、メインツアーで「分
身ロボットカフェ DAWN ver.β」、オプショナルツアーで「保護猫カフェ 
たまゆら」、「アーティゾン美術館」を訪れました。分身ロボットカフェでは、
分身ロボット「OriHime」の接客を体験し
ながら食事をいただいた後、「OriHime」
のパイロットの方々にインタビューを
させていただきました。インタビュー
では、カフェで働くことになったきっ
かけや趣味のお話などで盛り上がり、
あっという間の 30 分でした！来年の遠
足も楽しみです。（永井）

主なものを掲載

コラム

論 文 報 告



職場で部署異動があり、環境の変化への対
応に苦心した 1 年でした。博士課程も終わ
りを見据える時期に差し掛かり、
やるべきことが山積して焦ります
が、できることから一つ一つこな
していきたいです。（北林）

今年は、2 名いる我が家のねこ達の距離が
縮まり、最高 5cm まで近づいて
寝るようになりました！私含め 3
人並んで日向ぼっこできるよう
になり、春の日差しがより嬉
しい今日この頃です。（藤澤）

新しい環境の中で、調査やヒアリング・学会
参加などを通して色々な場所を訪れ、多くの
方と出会い、初めての知識に触れ、
たくさん語りました。同時に、勉強
不足を痛感し、「もっと知りたい」
と思う場面も多数で、自分史上最
も充実した一年でした！（原田）

最近の水分補給は、特に健康志向ではなく
飲みやすいものを試行錯誤した結

果、もっぱら「お湯」になりま
した。白湯といえば古畑任三郎

の笑わない女（沢口靖子）回ですが、
自分で選べばお湯は結構美味し
いです。（竹内）

温泉好きの娘の影響で、最近は週末にスーパー
銭湯で温泉に浸かって癒やされてい
ます！今年は、娘と一緒に、夏はプー
ル、冬はスケートに行き、ちょっと
運動不足が解消されたような気が
します・・・。（永井）

3 年前、ある地域猫に出会いました。毎日の
ように会いにいっていたら、ニャー
と返事をして近寄ってくれるように
なりました。世知辛いご時世、小さ
な幸せにありがたみを感じます。

（神原）

新小１の次男は、新生活に目を輝かせつつも、
不安の方が大きい様子。「小１の壁」と
いう言葉がありますが、壁は回り道し
てもよし！をモットーに、どっしり構
えていたいと思います。（西村）

社会学が積み上げてきた研究の偉大さを改め
て認識した一年だったように思いま
す。あの当時にこの人はここまで
考えていたのか、と。私もできる
範囲でもう少し頑張ってみたいと
思います。（木矢）

4年ぶりに現地開催の国際学会に参加し、
忘れかけた移動の大変さも、同じ空
間を共有する価値も実感した１
年。大学院時代の学びが今に
なって生きることが多く、初心
に立ち返って歩みたいです。

（李）

分野長　武藤香織 井上悠輔

今年度は講義でデータサイエンス、科学コミュ
ニケーション、質的調査法、院生ゼミで
プロジェクトマネジメント等を学ぶ貴
重な年でした。来年度からは博論に
向けて頑張りたいと思います。

（楠瀬）

現地開催の学会が復活したこともあり、
国内外の色々な場所に行き、刺激を

受けることのできた年でした。現
在の研究テーマに移って早 1 年
半、来年度は論文発表や博論調
査を進めていきたいです。（佐藤）

博士論文を提出し、この春、大正大学
大学院博士課程を修了いたしま
した。これをマイルストーン
に研究者として一歩一歩進ん
でいきたいと思います。

（河田）

旅はいつもテーマを決めて計画。ここ数年は
建築巡りが多かったけれど、推しの
聖地巡りなる新たなテーマに心躍
らせています。そろそろ久しぶり
に海を渡りますかねぇ。（山西）

アカデミアとジャーナリズムをどう繋ぐかに
関心があります。まずは隗より始めよ
で、自らの研究と仕事でそれを模索
してみたいという目標が。そのため
にも博士 2 年はもっと研究に力を注
ぎたいです。（河合）

しばらく塩漬けにしていた博士論文が
ようやく公刊されます。慌ただしさの
中で複数の研究の種を蒔き、水を
やって育てることの凡庸な大変
さを感じた年でした。いつも新
しい種を蒔き続けられる者でい
たいです。（渡部）

このたび遺伝情報に基づく差別禁止に関する
論文で博士の学位を取得いたしました。過去
の議論や経緯を明らかにし、新しい知見を加
える難しさとダイナミズムを経験し
ました。指導教員の武藤先生をは
じめ多くの方に感謝いたします。
今後は実際に社会に貢献できれ
ばと考えています。（飯田）

高校教員と博士課程の両立に苦労した 6 年間の末、
学位を取得することができました。ヒト受精胚へ

のゲノム編集をテーマにしてきましたが、
博士論文の執筆を通して、改めて学校教
育の役割についても考える機会となりま

した。今後はこれまでの学びを学校現
場に還元したいと思います。（内山）

今年度があっという間に終わってしまい、
残り１年の修士生活となりました。
発表や学会参加の機会を多くいた
だきたくさんの経験を積むことが
できました。引き続き修士論文
に尽力していきたく思います。

（松山）

仕事関係での様々な機会に感謝すると
ともに、学業との調整に苦戦した一年
でもありました。次年度は社会人と学
生の立場をバランスよく保てるよう心
がけていきたいと思います。（高嶋）

R4 年度より公共政策研究分野の一員となり
ました。実生活の諸々要用に追われつつ、
いかにして研究の時間を捻出するか。
今は、その構想のみで一日の大半を
過ごすという奥義 (?) を修得してお
ります。（亀山）

修 了 生 よ り

メンバー近況
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